
岐阜県の環境教育推進活動

令和7年２月

岐阜県環境生活部環境生活政策課



第６次岐阜県環境基本計画
清流ミナモ

１ 計画の位置づけ

●岐阜県環境基本条例に基づく計画で、県の環境に関する各計画の最上位に当たる計画

●環境教育等による環境保全の取組の促進に関する法律に規定される県行動計画を包含

１ 「脱炭素社会ぎふ」の実現と気候変動への対応

２ 資源循環型社会の形成

３ 美しく豊かな環境との共生

４ 安全・安心な生活環境の確保

５ 未来につなぐ人づくりとライフスタイルの変容

●多様な主体間の連携による人づくり

●環境にやさしいライフスタイルやビジネスマインドへの変容

２ ５つの基本施策



多様な主体間の連携による人づくり
清流ミナモ

１ 施策の方向性

切れ目なく環境学習を提供することで、

県民一人ひとりが環境問題を自身の問題と捉え、

環境保全に向けた活動や学習が積極的に行われる岐阜県を目指す。

（１）いつでも環境学習コンテンツにアクセスできる環境の整備

（２）小学校、中学校、高等学校等における環境学習の支援

（３）高等学校、大学における環境に関する学びの深化・発展



（１）いつでも環境学習コンテンツにアクセスできる環境の整備
清流ミナモ

① ぎふ環境学習ポータルサイト（１）

○概要
主体的な環境学習を支援するため、環境学習教材、企業等が提供する環境学習プログラム、環境関
連情報などをワンストップで提供

○サイトの特徴



（１）いつでも環境学習コンテンツにアクセスできる環境の整備
清流ミナモ

① ぎふ環境学習ポータルサイト（２）

○環境学習教材

●清流の国ぎふ
環境教育副読本

●ギフノミライ

●ぎふ環境エコ検定 ●講義形式動画



（１）いつでも環境学習コンテンツにアクセスできる環境の整備
清流ミナモ

① ぎふ環境学習ポータルサイト（３）

●企業等が提供する環境学習プログラム

[対 象] 一般、児童・生徒、教職員

[内 容] 県、市町村、市民団体、企業などが提供する
環境学習プログラムを掲載

[掲載数]
令和４年度 令和５年度 令和６年度

５２ ６３ ７２

生物多様性シンポジウム
   （市町村主催）

 自然塾
（企業主催）

菅田修学校公開セミナー
（団体主催）

[プログラム例]

（令和７年1月末現在）



（１）いつでも環境学習コンテンツにアクセスできる環境の整備
清流ミナモ

① ぎふ環境学習ポータルサイト（４）

○「ぎふ環境学習ポータルサイト」アクセス数
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R4 R5 R6令和４年度 令和５年度 令和６年度
（令和７年１月末現在）

［令和４年度］ プレスリリースをした以外は、特段の広報活動は行っていなかった

［令和５年度］ 学習コンテンツの充実を図るとともに、実際に環境教育を担う教員や有識者、団体等
にＰＲしたほか、サイトに関するパンフレットを作成し、県や市町村が開催するイベ
ント等で配布し、県民へもＰＲ

［令和６年度］ 令和５年度における取組みに加え、担当が学校を訪問して利活用に関する意見を収集
し、学習コンテンツの更なる充実を図り、アクセス数の更なる向上に努める

6,160

39,298

69,498



（２）小学校、中学校、高等学校等における環境学習の支援
清流ミナモ

① 世代ごとの環境学習教材の制作（１）

【小学校期】

●清流の国ぎふ環境副読本
［対 象］小学校５年生全員に配布
［内 容］岐阜県の環境問題について

写真やデータで学ぶ冊子
［活用例］社会科、理科、家庭科

総合的な学習の時間

●ギフノミライ
［対 象］小学校高学年
［内 容］環境学習動画
［活用例］社会科、理科、家庭科

総合的な学習の時間

●ぎふ環境エコ検定
［対 象］小学校高学年
［内 容］クイズ形式で学ぶ

ウェブコンテンツ
［活用例］環境副読本学習後の

復習教材

【中学校期】 【高等学校期】

●環境学習動画
［対 象］中学生全般
［内 容］岐阜県の現状を踏まえた

環境学習動画
［活用例］社会科、理科、家庭科

総合的な学習の時間

●講義形式動画
［対 象］高校生全般
［内 容］岐阜県の環境問題を

より専門的に講義形式
で学ぶ動画

［活用例］総合的な探究の時間

【あらゆる世代へ】

●環境教育推進員による出前講座
［対 象］学校、企業、市町村、団体等
［内 容］依頼者からの要望に応じた環境教育をテーマとした出前講座
［活用例］社会科、理科、生活科、家庭科

総合的な学習の時間、探究の時間
社員・職員研修

※ 本事業は、学校に限らず企業・市町村・団体等へも出向き、
環境に関する講座、体験プログラム等を実施



（２）小学校、中学校、高等学校等における環境学習の支援
清流ミナモ

① 世代ごとの環境学習教材の制作（２）

●清流の国ぎふ環境教育副読本

岐阜県の自然や地球温暖化など、環境問題について、最新のデータや写真を基に、詳しく学ぶことが出来る冊子
令和６年度は、ＰＤＦ形式での「資料編」も作成

［本 編］その１ 岐阜県の自然
その２ 「生物多様性」って何だろう？
その３ 目指そう！脱炭素社会ぎふ

「地球温暖化」って何だろう？
その４ 「資源循環」って何だろう？
その５ ふりかえり

［資料編］森林
特定外来生物
希少野生生物
海洋ごみ
食品ロス

［本編より］ ［資料編より］



（２）小学校、中学校、高等学校等における環境学習の支援
清流ミナモ

② 体験を通じた学習支援（１）

●脱炭素社会ぎふを支える人づくりツアー
○目的
「脱炭素社会ぎふ」を支える人材を育成するため、体験や交流

を通じて、森・川・海のつながりや環境問題に関する理解を深め、
環境にやさしい行動を学ぶ

○内容
[対 象] 県内の小・中学生とその保護者
[コース] １５コース（夏：７ 秋：６ 冬：２）
[テーマ] 岐阜の森林、岐阜の川、生物多様性、地球温暖化、

資源循環など、環境に関する１０のテーマ
[特 徴] 環境保全活動を行う団体との連携、交流

オフセットクレジットを利用してカーボン・オフ
セットを実施

[広 報] ツアー発着市町村の小中学校へのチラシ配布
県内全小中学校へのデータによる広報

○実績
令和４年度 令和５年度 令和６年度

参加者（人） ２３５ ３４８ ３１９



（２）小学校、中学校、高等学校等における環境学習の支援
清流ミナモ

② 体験を通じた学習支援（２）

○令和６年度ツアーの状況（夏コース）

令和６年８月２５日（日）
「はざこ探検」って何だろう？生物博士と探す
「国の特別天然記念物オオサンショウウオ」

[プログラム] 生物多様性の環境学習
天然和良鮎と養殖鮎の食べ比べ
はざこ探検
「オーガニックきのこ」の収穫体験

[協力団体等] 岐阜大学教授
和良おこし協議会

[参加者の声] ・川を汚さないようにしようと思った。
・オオサンショウウオがいる環境を守ろう
と思った。

・きれいな山、きれいな川を守りたい。
・環境保全活動に今後も参加し、さらに意
識を高めたいと思った。

[当日の様子]

生物多様性の学習（講師：岐阜大学教授）

はさこ（オオサンショウウオ）探索



（３）高等学校、大学における環境に関する学びの深化・発展
清流ミナモ

① 高等学校、大学における環境に関する学びの継承

●次代の環境学習の担い手の要請
（ぎふエコアクション学生アンバサダー育成研修）

〇目的 将来の「岐阜県地球温暖化防止活動推進員」と
なるための基礎を身につける研修を実施

〇内容
［対象］県内の大学、短期大学、高等専門学校又は

高校に在学する者
［構成］グループワーク中心の講座（３回）

実地研修（１回）

●地域における次代の環境リーダーの要請

〇目的 環境に関する知識を習得し、県の環境学習事業
に参加し、実践的な環境学習を体験する

〇内容
［対象］大学生
［構成］岐阜大学の受講プログラムに「環境リーダー

コース」を開設
科目受講による単位取得と協働活動

［講座の様子］

協働活動

グループワーク後の発表会



鳥取県のSDGｓの取組
～持続可能な鳥取県を目指して～

鳥取県輝く鳥取創造本部とっとり暮らし推進局協働参画課
2025年２月



2020 2021 2022 2023 2024 20302015

鳥取県におけるＳＤＧｓの推進

1

2020年度より「とっとりＳＤＧｓネットワーク」や「とっとりＳＤＧｓパートナー」など官民
連携を基軸としてＳＤＧｓを本格的に推進し、持続可能な地域社会の実現を目指しています

新型コロナウイルス感染症の感染拡大

ロシアによるウクライナ侵略

気候変動による災害激甚化、頻発化

2030アジェンダ（ＳＤＧｓ）採択

持続可能な開発※に向けて、世界全体で
目指すべきゴールを整理

※…将来世代のニーズを損なうことなく、現
世代のニーズを満たす開発

（UN Photo/Cia Pak）

2023.9.18 国連ＳＤＧサミット

とっとりＳＤＧｓ宣言（2020.4）
とっとりＳＤＧｓネットワーク発足（2020.11）
とっとりＳＤＧｓパートナー制度創設（2020.9）

とっとりＳＤＧｓ自治体ネットワーク発足（2021.7）

ＳＤＧｓ年限

「ＳＤＧｓ達成は
危機的状況」

「大半の目標の進
展があまりに遅す
ぎるか、若しくは
15年の基準より後
退」



とっとりＳＤＧｓ宣言

2

環境や福祉、ジェンダーなど、これまでの様々な取組も礎に、様々な方々との
パートナーシップでＳＤＧｓの達成を目指すことを宣言。（2020.4）

✓ 持続可能な地域社会づくりのために
SDGsの普及啓発を図り、本県ならでは
のパートナーシップを活かしたSDGs推進
に取り組みます。

✓ 県の各種計画へSDGsの視点を反映する
とともに、経済・社会・環境の三側面を統
合した取組を推進します。

✓ SDGs推進のための具体的な目標及び
ローカル指標を設定するとともに、県民と
共有し、毎年、取組の効果検証を行います。

2020.4.3 鳥取県SDGs推進本部会議



オール鳥取県でＳＤＧｓを推進

3

◆ 行政や企業、大学、NPOなど、幅広い分野のステークホルダーで構成する「とっとりＳＤＧｓ
ネットワーク」が中核となり、ＳＤＧｓの普及啓発・実践促進を県内で広く展開

◆ 県内全自治体（県・市町村）も「とっとりＳＤＧｓ自治体ネットワーク」でＳＤＧｓへの取組に関
する情報共有や自治体間の連携・協働を推進

➤ ステークホルダーの垣根を越えて、オール鳥取県でＳＤＧｓを推進！

とっとりＳＤＧｓネットワーク
（2020.11発足、15者で構成（2024.7現在））

とっとりＳＤＧｓ自治体ネットワーク
（２０２１.7発足、県・19市町村で構成）

2020.12 ライトアップセレモニー

流域をテーマとしたＳＤＧｓ教材（県東部自治体の共同制作）
2021.7 とっとりＳＤＧｓ自治体ネットワーク第１回会議

ＳＤＧｓカードゲームイベント



R5年7月19日現在で575者が登録！
（企業・団体550者、個人25者）

とっとりSDGsパートナー制度

◼ 県内のSDGs活動に取り組む個人・企業・団体に、鳥取県とともにSDGsを推進する
パートナーとして登録いただく制度。（2020.9～）

◼ 「とっとりSDGsパートナー」登録者の取組を後押しするため、様々な機会を捉えた
パートナーの取組の情報発信や、パートナー間の交流機会を創出。SDGsの取組を
「見える化」し、SDGsの認知度向上や取組の輪の拡大につなげていく。

4

登録者の活動をＳＤＧｓポータルサイトで発信



とっとりSDGｓ伝道師

5

◼ 県内の学校や地域団体、企業の依頼を受け、講演会や研修等でSDGsの理念を分かりやすく説
明し、事例紹介等を行う講師派遣制度。（2021.5～）

◼ 多様な分野・研修手法の講師1５名がそれぞれ特色を活かした講演会やワークショップを開催。

➢ 2023年度は、学校や非営利の地域団体を中心に派遣を実施。

＜伝道師の所属団体＞

㈱山陰合同銀行、流通㈱、鳥取県ユニセフ協会、リコージャパン㈱、Tottori Mama’s、
東伯中学校、大成工業㈱、美保テクノス㈱、㈱澤寿運輸、 ㈱鳥取銀行、学校法人かいけ幼稚園、
鳥取大学、JICA中国、イッポラボ合同会社、中国電力株式会社鳥取支社

鳥取大学生チームとの連携
（とっとりSDGs未来アカデミー『ゲームで学ぶSDGs』）

小学校での講義



鳥取県の未来を担う子どもたちの育成

とっとりSDGs子ども伝道師

➢ 子どもの主体的なSDGsの学びや活動を後押し、地域からSDGsの輪を広げていく
ため、身の回りでSDGsの実践に取り組む小中学生を「とっとりSDGs子ども伝道
師」に任命し、率先してSDGsを広める人材を育成（2022.5～）

6とっとりSDGs子ども伝道師任命式 SDGsフラッグの掲出LGBTQ+の啓発

①SDGsを学習し、
「未来へのメッセージ」を作成

②学校や地域で
SDGsにつながる具体的な実践を行う

・学習や実践活動の支援
・地域企業や団体等とのマッチング
・イベント等への出展調整
・専用ポータルでの情報発信 等

任命要件 伴走支援を実施



とっとりSDGs子ども伝道師の取組事例

7

とっとりSDGsこども未来創造プロジェクト

➢ とっとりSDGs伝道師が中心となり、とっとりSDGsパートナー企業と学校が一体と
なってSDGs学習・実践的取組を実施。



とっとりSDGs子ども伝道師の取組事例

8

さくら未来プロジェクト

➢ 大阪・関西万博への出展を見据え、万博のテーマである『いのち輝く未来のデザイン』
の理念のもと、地域課題の解決に向けた商品の開発を地域企業と連携し実施。



とりっこSDGsひろば

これまで「とっとりSDGs子ども伝道師」に任命された取組紹介のほか、SDGsクイズ

や学習で利用できる教材や動画などを紹介。

また、子どもたちに地元企業をより身近に感じてもらうため、県教育委員会とも連携

し、とっとり教育ポータルサイトで県内のSDGsに取り組んでいる企業・団体の情報の
見える化を実施。

9



10

S D G s で 最 大 限 幸 せ に し よ う ！
（S）（D）（G）（s）

ご清聴ありがとうございました。



「環境首都あいち」を支える人づくり
～「あいちの未来クリエイト部」と「かがやけ☆あいちサスティナ研究所」を事例に～

2025（令和７）年２月
愛知県環境局環境政策部環境活動推進課

1



目次

1. 世代に応じた環境学習
2. あいちの未来クリエイト部（対象：高校生）

（１）本事業の流れ
（２）調査・研究内容及び作成した教材
（３）学習者の変容・成果と課題
3. かがやけ☆あいちサスティナ研究所（対象：大学生）

（１）本事業の流れ
（２）パートナー企業の環境課題・解決策
（３）学習者の変容・成果と課題
4. 最後に

2



１．世代に応じた環境学習
未就学児

もりの学舎
親子や幼稚園等への

自然体感プログラム提供

大学生

かがやけ☆あいちサスティナ研究所
企業等と連携して

次世代の担い手となる環境リーダーを育成

小中学生

あいち環境学習プラザ
タブレットやハンズオン展示による学習、

社会見学にも対応

高校生

あいちの未来クリエイト部
地域の環境問題の調査・研究

及び教材作成・活用

社会人 中高年・シニア

あいち環境塾
企業等各分野で活躍する

環境リーダーを育成

あいちecoティーチャー
経験を生かした環境学習を

次世代に提供

3



高校生が専門家等（大学・
NPO等）やアドバイザーの指
導を受けながら地域の環境に
関する調査・研究活動を行い、
その結果を取りまとめて教材
を作成・活用し、成果を広く
発信する活動です。

あいちの未来クリエイト部とは

２．あいちの未来クリエイト部

4

2023年度参加グループ

愛知県立知立東高等学校 自然科学部

愛知県立豊野高等学校 理科部

愛知県立横須賀高等学校 自然科学部

アドバイザー

愛知教育大学 理科教育講座 教授 大鹿 聖公 氏



（１）本事業の流れ（2023年度の活動）

キックオフミーティング（７月） 各グループの調査・研究活動（７～11月） 調査研究発表会（11月）

各グループでの教材づくり・実演（11～２月）

３グループの生徒が顔合わせ。アドバイザーや講師か
ら、活動の進め方等についてレクチャーを受けました。

豊橋市で行われた「Let’s エコアクション in AICHI」にて、調
査・研究の成果を来場者に発表しました。また、教材の作成に向
けたキックオフとして、教材についての講義を受け、昨年度グ
ループの教材体験や、グループワークでの検討を行いました。

調査・研究の成果をもとに、各グループで話し合ってオリジナルの教材
をつくり、その教材を地元の学校や環境学習施設等で実演しました。

活動報告会（３月）

過去参加グループの高校生、「かがやけ☆あいちサスティナ研究所」の大学生、「あいちecoティーチャー」の中高年・
シニア世代の方々も招いて、調査・研究の成果と教材を発表し、実際に教材を体験してもらった後、交流を行いました。 5

専門家の支援を受けてフィールド調査や
データ分析等の調査・研究を実施しました。



（２）調査・研究内容及び作成した教材（2023年度の活動）
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参加グループ名 テーマ及び調査・研究内容 教材の名称及び内容

知立東高校
自然科学部

「堆肥の対比」
ミシシッピアカミミガメの駆除で出た死
骸を有効活用した堆肥（カメ堆肥）の
効果検証と新たなカメ堆肥の作成

「おはじきカメさん（おはじき）」
おはじきをすることで堆肥の材料を
集め、よりバランスの良い堆肥を目
指すゲーム

豊野高校
理科部

「～大谷川に生き物のすみかを作ろう
大作戦～」
環境の違いによる生息生物の違いの
調査と小さな自然再生の効果の調査

「川変万化（カードゲーム）」
大谷川の生物や生物がすみやすい
環境についてカードを通して知る
ゲーム

横須賀高校
自然科学部

「悪い空気を食う木－植物による二酸
化炭素吸収の調査」
植物のCO2の吸収量の計測と東海市
内の大気調査

「集めろ！CO2の庭！（育成ゲー
ム）」
東海市を舞台に植物を育て、CO2
を吸収するという植物の役割を再
認識するゲーム



（２）調査・研究内容及び作成した教材（豊野高校 理科部）

7



（３）学習者の変容・成果と課題（2023年度の活動）
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学習者の変容

【高校生へのアンケート結果から】
• 環境についての意識が少し上がった。
• 一つの視点だったのがいろいろな視点で物事を見
られるようになった。

• 自身の意見を積極的に発言するようになった。
• 計画を立てて進めることの大切さ、他の人との連絡
の大切さを実感した。

【顧問へのアンケート結果から】
• 研究に対して、自分ごととして、取り組むことができ
るようになったと思う。

• 回を重ねるごとに、積極的になっていく様子が見受
けられた。また、発表にも少しずつ慣れていき、活
発になったと実感している。

• 全員で協力して１つのものをつくりあげることで、結
束力が高まった。

成果と課題

【成果】
• 活動の中で課題を見出し、それを解決するための
調査・研究を検討して実践することにより、課題発
見能力や解決能力が育まれた。

• 自分の考えを積極的に述べ、仲間と協力しながら
取り組むことができるようになり、主体性や協調性
の向上につながった。

• 2022年度の「調査・研究時に生徒と専門家の接点
を増やす」という課題に対応するため、専門家と対
面で話す機会が増えるよう配慮した。

【課題】
• アンケート結果を見ると、本事業への応募にあたっ
て「専門家の支援が受けられる」ことへの期待が高
く、引き続き、調査・研究時に生徒と専門家との接
点を増やすことができるようにしたい。



未来のあいちの担い手となる大学生
が、グローバルな視点を持って継続的
にエコアクションを実施することがで
きるよう、愛知県が立ち上げたプロ
ジェクトです。

パートナー企業から提示された環境
面での取組に関する課題に対し、研究
員である大学生が現場での調査や企業
担当者とのディスカッションを実施し
ます。解決策を企業側に提案し、その
成果を広くPRします。

かがやけ☆あいちサスティナ研究所とは

2024年度パートナー企業

㈱アルペン ㈱ウッドフレンズ

㈱サガミホールディングス シヤチハタ㈱

大同メタル工業㈱ ㈱マキタ

マックスバリュ東海㈱ ㈱LIXIL

３．かがやけ☆あいちサスティナ研究所

9



（１）本事業の流れ
開所式（６月） 基礎講座（７月） 企業の課題研究（７～11月）

チームミーティング（７～12月） 成果発表会・修了式（12月）

企業、ファシリテーター、研究員全員で顔合わせ。
活動のキックオフ！

環境問題やSDGsの基礎を学ぶ講座を受講！
昨年度の修了生の貴重な経験談も聴講。

チームで企業を訪問。環境取組の現場調査、
企業担当者とのディスカッションを実施。

課題研究後、チーム内で振り返りや企画立案の実施。 企業と学生のコラボレーションにより、企業の課題
を解決し、持続可能な社会を実現する方策を提案！

中間発表会（10月）

研究成果を中間発表。成果発表会に向けて、
発表内容をブラッシュアップ。 10



（２）パートナー企業の環境課題・解決策（2024年度の活動）
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パートナー企業 環境課題 解決策

㈱アルペン 「子どもたちがスポーツを楽しめる社会」を将
来世代につないでいくための取組を検討せよ

子どもたちと「楽しい」を見つけたい！
出張授業「未来をつくるスポーツ教室」

㈱ウッドフレンズ 日本の森林資源をサステナブルに活用する、
「次世代のまちづくり」を企画せよ

幼老複合施設を中心とした三世帯で暮らせる
サステナブルな街をつくる

㈱サガミホールディングス ゆたかな未来を次世代に！自然にやさしい
商品・サービス・店舗を企画せよ

廃棄そばに新たな価値を！
～「環境」と「ひと」にやさしい取組～

シヤチハタ㈱ “しるしの価値”を提供するサステナブルな製
品・サービスを考案せよ

環境を守る活動を「しるし」に
～シヤステナ・プロジェクト～

大同メタル工業㈱ 大同メタルと地球環境のミライにつながる、
サステナブルな事業所を提案せよ

「工場」×「自然」×「地域」のネットワーク
～犬山の地からつながりを拡充～

㈱マキタ 建設・農林の現場で女性が活躍するための、
環境配慮型製品を活用した取組を検討せよ

持続可能な形で
女性も輝いて働ける社会を！

マックスバリュ東海㈱ 環境負荷低減の側面から「じもの商品」をPR
する新たなサービスを提案せよ

試食×口コミ
「じもの商品」でつながる地域の環（わ）

㈱LIXIL オリジナル出前授業「水から学ぶ」をリニュー
アルするためのコンテンツを提案せよ

「水（みず）から学ぶ」を「自（みずか）ら学ぶ」へ
社会にインパクトを与え続けられる小学生を目指して



（２）パートナー企業の環境課題・解決策（2024年度の活動）
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（３）学習者の変容・成果と課題（2023年度の活動）
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学習者の変容

【学生へのアンケート結果より】
• 問題発見能力と課題に対しての理解力が身についた。会
議の経験やプレゼン能力が成長するきっかけにもなり、発
表することへの自信につながった。また、企業が新しい企
画を考えるときの雰囲気や企業の働き方を知ることができ、
非常に勉強と成長ができるプログラムになった。

• 主体的に参加することの重要性を学べた。また、ファシリ
テーターや企業など、学生とは違った視点からのアドバイ
スをもらうことができて、多角的に物事を見る力も伸びたよ
うに思う。

【パートナー企業へのアンケート結果より】
• 弊社でも課題と捉えつつも対策が弱い・できていない事項
について、若者世代のリアルな意見や具体的な改善提案
をいただくことができたことが勉強になり、良かった。

【ファシリテーターへのアンケート結果より】
• 学年や学部が違う学生たちが同じ目標に向かって話し合
うことに意義は大きいと感じている。

• プログラムの中で企画したことを実施して検証できたこと
が良かった。実際にアクションを起こすまでのボリュームと
実施してみる大切さを学生たちが実感できた。（PDCAサイ
クルが回せた）

成果と課題

【成果】
• 企業から提示された課題の解決策を研究し、提案すること
で、知識やスキルを習得するだけでなく、活用する能力が
育まれた。

• 企業によっては提案された解決策を採用し、実施する見込
みである。

• 学生の柔軟な発想や考え方を取り入れることができ、本業
とのシナジーにもなる。

• 前年度（2022年度）の課題である「学生が課題解決に向け
た活動を実施したり、チーム間での交流・意見交換を行っ
たりするための機会をより充実させることで、熟度の高い
提案を行えるようサポートしていく必要がある。」に対応す
るため、「SDGs AICHI EXPO 2023」の県ブースにおいて、
学生が課題解決に向けた活動を実施するための拠点を設
置した。

【課題】
• 引き続き、学生が課題解決に向けた活動を実施したり、
チーム間での交流・意見交換を行ったりするための機会を
より充実させることで、熟度の高い提案を行えるようサ
ポートしていく必要がある。



４．最後に
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愛知県では、多様な主体との連携・協働により、
➢ 高校生を対象とした「あいちの未来クリエイト部」
➢ 大学生を対象とした「かがやけ☆あいちサスティナ研究所」
をはじめ、世代に応じた環境学習を実施

「環境首都あいち」の実現に向け、持続可能な未来のあいちの
担い手を育成する「人づくり」を地域全体で推進

問合せ先：愛知県環境局環境政策部
環境活動推進課

⚫ 電 話：052-954-6208（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ）
⚫ メール：kankyokatsudo@pref.aichi.lg.jp

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyokatsudo/mirai-create-home.html

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kankyo/sustaina-ken.html

かがやけ☆あいちサスティナ研究所

あいちの未来クリエイト部
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